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加入自治会数             241 自治会
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　　　 （平成 30 年 9 月 1 日現在）

発行元　八千代市自治会連合会
代表者　橋本貞寛
編　集　八千代市自治会連合会
　　　　編集委員会

会
長
あ
い
さ
つ

八
千
代
市
自
治
会
連
合
会
　
会
長
　
橋
本
　
貞
寛

会
長
に
就
任
し
て
一
年
が
経
ち
ま
し
た
。
皆
様

の
ご
協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。

七
地
区
共
に
少
子
高
齢
化
の
波
は
避
け
ら
れ
ず

役
員
の
担
い
手
不
足
は
悩
み
の
種
で
す
ね
。

特
に
、
今
年
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
制
作
す
る
事

に
な
っ
て
い
ま
す
。
若
い
世
代
の
積
極
的
な
参
加
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

又
、
天
候
不
順
は
益
々
激
し
く
な
り
、
当
地
で
も
地
震
の
危
険
が
予
報

さ
れ
て
い
ま
す
。
擁
壁
の
倒
壊
、
崖
崩
れ
等
役
所
任
せ
に
せ
ず
身
の
周
り
を

チ
ェ
ッ
ク
し
、
心
配
な
場
所
は
役
所
に
早
目
に
相
談
し
て
下
さ
い
。
特
に
通

学
路
に
つ
い
て
は
十
分
な
注
意
が
必
要
だ
と
考
え
ま
す
。

大
阪
北
部
地
震
、
西
日
本
豪
雨
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
申
し
上
げ
、

亡
く
な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。
他
人
事
と
考
え

ず
早
め
の
対
策
を
講
じ
ま
し
ょ
う
。
浸
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
や
防
災
マ
ッ
プ

の
確
認
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

本
年
12
月
に
は
、
市
議
会
議
員
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
。
市
議
会
と
も
協
力

し
て
安
心
、
安
全
な
町
を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
。
皆
様
の
ご
協
力
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

平
成
29
年
度
収
支
決
算

　
　
及
び
平
成
30
年
度
収
支
予
算

平
成
29
年
度
事
業
報
告

　
　
及
び
平
成
30
年
度
事
業
計
画

＜収入＞
区　分 平成29年度決算 平成30年度予算
会　費 980,000 1,000,000
補助金 300,000 300,000
負担金 50,000 0
雑収入 240,008 240,200
繰越金 593,187 563,627
合　計 2,163,195 2,103,827

＜支出＞
区　分 平成29年度決算 平成30年度予算
総務費 177,129 195,000
事業費 1,350,915 1,500,000
負担金 3,000 3,000
弔慰給付金 26,200 30,000
渉外費 10,390 30,000
交通費 31,934 40,000
繰越金／予備費 563,627 305,827
合　計 2,163,195 2,103,827

■平成 29 年度事業報告
4月～ 6月 役員会（2回）

総会

7月～ 9月 自治連だより編集会議（3回）
役員会
視察研修会（防犯連と合同）
自治連だより第 35 号発刊
市政懇談会（1回）

10 月～ 12 月 市政懇談会（5回）※勝田台：台風の為中止
役員会

1月～ 3月 市政懇談会（1回）
自治連だより編集会議（3回）
役員会（2回）
近隣七市住民自治組織代表者会議
自治連だより第 36 号発刊

※平成 30 年度は基本的に平成 29 年度と同様の事業を
計画していますが、今年度は視察研修会に代わり、講演
会を予定しています。

平
成
30
年
度 
市
政
懇
談
会
開
催
予
定

9
月
22
日
（
土
）
13
：
00
～
高
津
・
緑
が
丘
地
区

10
月
6
日
（
土
）
10
：
00
～
八
千
代
台
地
区

10
月
21
日
（
日
）
13
：
00
～
勝
田
台
地
区

10
月
27
日
（
土
）
10
：
00
～
村
上
地
区

11
月
3
日
（
土
）
10
：
00
～
睦
地
区

11
月
18
日
（
日
）
10
：
00
～
阿
蘇
地
区

11
月
24
日
（
土
）
10
：
00
～
大
和
田
地
区

※
な
お
、
役
員
会
に
お
け
る
市
政
懇
談
会
に
つ
い
て

　

は
調
整
中
で
す
。

会
長 

橋
本　

貞
寛　
（
愛
宕
み
ど
り
会
）

副
会
長 

伊
藤　

禎
造
（
フ
ラ
ー
ジ
ュ
八
千
代
管
理
組
合
自
治
会
）

　

〃 

中
台　

巍　
　
（
大
和
田
新
田
上
区
）

　

〃 

齋
藤　

勝
廣　
（
島
田
台
区
）

　

〃 

髙
橋　

健
二　
（
米
本
南
自
治
会
）

　

〃 

小
出　

正
雄　
（
台
町
自
治
会
）
防

　

〃 

﨑
村　

知
生　
（
八
千
代
台
東
町
会
）
防

　

〃 

粟
根　

秀
光　
（
勝
田
台
一
丁
目
東
自
治
会
）

幹
事 

久
保　

徹
男　
（
小
板
橋
東
町
会
）
防

　

〃 

安
原　

幸
雄　
（
萱
田
町
池
ノ
谷
津
自
治
会
）
編

　

〃 

湯
浅　

哲
朗　
（
緑
が
丘
2
丁
目
自
治
会
）
防

　

〃 

中
野　

隆
二　
（
む
つ
み
台
自
治
会
）
編

　

〃 

寺
井　

博
之　
（
大
学
町
自
治
会
）
防

　

〃 

加
藤　

史
朗　
（
米
本
団
地
自
治
会
）
編

　

〃 

工
藤　

繁
雄　
（
北
の
作
自
治
会
）
防

　

〃 

新
井　

善
久　
（
栄
町
町
会
）
編

　

〃 

齋
藤　

幸
雄　
（
大
沢
自
治
会
）
防

会
計 

星　
　

靖
夫　
（
北
東
自
治
会
）
編

監
事 

寺
木　

善
信　
（
高
津
団
地
自
治
会
）
編

　

〃 

飯
島　

勝　
　
（
勝
田
台
自
治
会
）
編

（
注
） 

「 

編 

」
は
編
集
委
員

　
　
　

  「 

防 

」
は
防
犯
部
役
員

会
長 

山
口　

充
美　
（
大
和
田
地
区
）

副
会
長 

小
出　

正
雄　
（
村
上
地
区
）
自

　

〃 

諏
訪　

隆
廣　
（
大
和
田
地
区
）

　

〃 

内
田　

福
司　
（
高
津
・
緑
が
丘
地
区
）

　

〃 

桜
井　

清
久

　
　
　
（
睦
地
区
）

　

〃 

佐
藤　

武
昭

　
　
　
（
阿
蘇
地
区
）

　

〃 

小
林　

克
守

　
　
　
（
村
上
地
区
）

　

〃 

林　

隆
文

　
　
　
（
八
千
代
台
地
区
）

　

〃 

蜂
谷　

亘

　
　
　
（
勝
田
台
地
区
）

（
注
）「 

自 

」
は
自
治

　
　
　

会
連
合
会
推
薦

八
千
代
市
自
治
会
連
合
会
平
成
30
年
度
役
員

八
千
代
市
防
犯
組
合
連
合
会
平
成
30
年
度
の
主
な
役
員

～やちよ情報メールのご活用を～
防災情報、防犯情報、環境情報、火災情報、徘徊高齢者情報、イベント情報等を
配信しています。ぜひご活用下さい！
＜登録方法＞右の登録用 QR コード、または登録用アドレスに空メールを送信して
ください。「仮登録完了のお知らせ」メールが返信されてきたら、登録手続きをし
てください。　○登録用アドレス：yachiyo@sg-m.jp 登録用QRコード

服
部
市
長
の
ご
あ
い
さ
つ

八
千
代
市
長
　
服
部
　
友
則

自
治
会
連
合
会
の
皆
様
に
は
、
日
頃
よ
り
市
政

各
般
に
わ
た
り
ご
理
解
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
防
災
、
防
犯
、
交
通

安
全
な
ど
様
々
な
活
動
に
日
々
ご
尽
力
を
頂
い
て

お
り
ま
す
こ
と
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
と
共
に

敬
意
を
表
し
ま
す
。

昨
年
、
市
長
に
就
任
し
て
か
ら
、
解
決
す
べ
き
課
題
に
真
摯
に
向
き
合
い
、

公
約
の
一
つ
一
つ
を
市
の
施
策
と
結
び
付
け
な
が
ら
、
市
民
の
安
全
、
安
心

や
、
子
育
て
支
援
施
策
と
し
て
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
な
ど
待
機
児
童
対
策

に
取
り
組
み
、
ま
た
高
齢
者
福
祉
施
策
と
し
て
新
た
に
運
転
免
許
証
を
返
納

し
た
高
齢
者
ド
ラ
イ
バ
ー
に
対
す
る
タ
ク
シ
ー
料
金
の
助
成
制
度
の
創
設
な

ど
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。
現
在
、
小
中
学
校
普
通
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
な
ど
様
々
な
課
題
へ
の
対
策
を
推
進
し
て
お
り
ま
す
。

「
緑
豊
か
な
環
境
で
、
安
心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
八
千
代
市
に
」
を
基

本
と
し
、
乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
八
千
代
市
を
実
現

す
る
た
め
、
市
政
懇
談
会
な
ど
多
く
の
市
民
の
皆
様
の
意
見
に
耳
を
傾
け
な

が
ら
政
策
を
推
進
し
て
参
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
ご

支
援
、
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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【
ゆ
り
の
き
台
】

「
つ
つ
じ
祭
り
」
で
、
世

代
を
超
え
て
交
流

　

ゆ
り
の
き
台
地
区
の

中
央
を
南
北
に
縦
貫
す

る
ゆ
り
の
木
の
並
木
道

の
両
側
に
、
八
千
代
市

の
樹
木
で
あ
る
「
つ
つ

じ
」
が
、
約
１
．
７
㎞

に
わ
た
り
植
栽
さ
れ
て

お
り
、
毎
年
春
に
咲
く

美
し
い
花
を
市
民
が
愛

で
る
安
ら
ぎ
の
場
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
62
年（
一
九
八
七

年
）、
街
開
き
が
華
や
か

に
挙
行
さ
れ
、
爾
来
31

年
に
な
り
ま
す
が
、
こ

の
街
の
春
の
大
き
な
風

物
詩
と
し
て
定
着
し
て

き
た
の
が
「
八
千
代
ゆ

り
の
き
台
つ
つ
じ
祭
り
」

で
す
。

　

今
年
で
十
二
回
目
の

こ
の
お
祭
り
は
、
温
か

な
春
の
一
日
、
開
放
さ

れ
た
ゆ
り
の
き
通
り
で
、

つ
つ
じ
の
花
を
楽
し
み

な
が
ら
、
子
ど
も
か
ら

お
年
寄
り
ま
で
世
代
を

超
え
て
交
流
す
る
場
を

提
供
す
る
地
域
の
お
祭

り
で
す
。
い
ま
で
は
、

近
隣
地
域
か
ら
の
来
場

者
の
方
々
も
多
く
な
り
、

今
年
は
３
万
６
千
人
以

上
の
人
々
で
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

当
日
は
東
葉
高
速
鉄

道
「
八
千
代
中
央
」
駅

前
と
ゆ
り
の
き
通
り
歩

行
者
天
国
に
設
け
ら
れ

た
３
つ
の
ス
テ
ー
ジ
で

音
楽
や
ダ
ン
ス
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
が

り
ま
す
。小
学
生
の
ロ
ッ

ク
・
ソ
ー
ラ
ン
踊
り

や
、
中
・
高
生
に
よ
る

ブ
ラ
ス
・
バ
ン
ド
演
奏
、

八
千
代
高
校
の
和
太
鼓

「
鼓
組
」
の
出
演
が
大
人

気
で
す
。
駅
前
広
場
や

歩
道
に
軒
を
連
ね
る
フ

リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
や
食

べ
物
の
お
店
も
来
場
者

の
大
き
な
楽
し
み
で
す
。

子
ど
も
同
士
、
若
者
の

グ
ル
ー
プ
、
親
子
で
交

流
を
楽
し
む
風
景
が
多

く
見
ら
れ
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
イ
ベ

ン
ト
に
出
演
す
る
だ
け

で
な
く
、
ゴ
ミ
置
き
場

の
管
理
や
お
年
寄
り
の

お
世
話
な
ど
お
祭
り
の

運
営
に
も
参
加
し
ま
す
。

今
年
は
赤
ち
ゃ
ん
連
れ

の
お
母
さ
ん
の
た
め
に

授
乳
や
お
む
つ
交
換
が

で
き
る
「
赤
ち
ゃ
ん
の

駅
」（
テ
ン
ト
）
が
設
け

ら
れ
好
評
で
し
た
。

　

お
祭
り
に
よ
っ
て
幼

少
期
か
ら
自
分
が
住
ん

で
い
る
地
域
に
関
心
を

持
ち
、
成
長
す
る
と
と

も
に
地
域
を
見
る
目
や

地
域
を
大
切
に
す
る
気

持
ち
が
育
ま
れ
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
祭
り
は
、
美
し

い
つ
つ
じ
の
花
を
み
ん

な
で
愛
で
な
が
ら
、
自

然
環
境
を
守
ろ
う
と
地

域
の
自
治
会
有
志
と
植

栽
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
始

め
た
も
の
で
し
た
。
今

で
は
地
域
の
企
業
や
商

店
会
の
人
々
、
学
校
関

係
者
、
中
学
生
を
含
む

大
勢
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

等
が
参
加
・
協
力
す
る

お
祭
り
に
な
り
ま
し
た
。

　

子
ど
も
や
若
者
に

と
っ
て
、
や
が
て
楽
し

い
思
い
出
と
し
て
胸
に

残
る
〝
ふ
る
さ
と
の
お

祭
り
〟
に
な
る
こ
と
を

め
ざ
し
、
毎
年
工
夫
を

凝
ら
し
て
企
画
し
、
運

営
さ
れ
て
い
ま
す
。（
写

真
は
小
学
生
の
ロ
ッ
ク
・

ソ
ー
ラ
ン
踊
り
）

【
緑
が
丘
西
か
ら
の
報

告
】

　

平
成
29
年
11
月
18
日

よ
り
緑
が
丘
西
が
誕
生

し
、
市
長
に
は
来
賓
と

し
て
ご
出
席
を
頂
き
誕

生
記
念
式
典
を
開
催
し

ま
し
た
。
緑
が
丘
西
の

人
口
に
つ
き
ま
し
て
は

昨
年
の
11
月
末
に
お
い

て
は
約
4
，
2
0
0
人

だ
っ
た
の
が
、
６
月
末

で
は
約
5
，
0
0
0
人

と
な
り
ま
し
た
。
7
月

に
一
部
の
地
域
で
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
転

入
し
た
約
6
割
の
方
は

市
外
か
ら
転
居
、
約
4

割
が
市
内
か
ら
転
居
で

し
た
。
世
帯
主
の
平
均

は
30
～
40
歳
代
が
多
い

傾
向
を
示
し
ま
し
た
。

街
の
環
境
、
自
然
の
豊

か
さ
、
公
園
な
ど
に
関

し
て
は
お
お
む
ね
満
足

し
て
い
る
も
の
の
、
交

通
ア
ク
セ
ス
（
バ
ス
・

接
続
道
路
）
及
び
住
民

利
便
施
設
に
関
し
て
は

不
満
を
感
じ
て
い
る
方

が
多
く
見
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
の
自
治
会
と

し
て
も
目
標
に
な
る
の

で
は
と
感
じ
た
の
が
、

「
地
域
の
知
ら
な
い
こ
と

が
沢
山
あ
る
」「
市
の
特

産
物
を
ま
だ
知
ら
な
い
」

方
が
多
く
、
地
域
へ
の

愛
着
心
を
生
み
出
し
て
、

早
く
市
民
と
し
て
多
く

の
方
に
地
域
Ｐ
Ｒ
を
し

て
欲
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
空
地
問
題
に
つ
い
て
】

　

昨
今
、
空
家
な
ど
が

話
題
に
な
っ
て
お
り
ま

す
が
、
緑
が
丘
西
の
北

部
側
に
つ
い
て
は
住
宅

が
建
ち
始
め
て
い
る
も

の
の
空
地
（
全
体
の
約

7
0
%
）
が
多
く
存
在

し
問
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
た
め
緑
が
丘

西
自
治
会
地
区
に
お
い

て
国
土
交
通
省
「
空
き

地
対
策
の
推
進
に
向
け

た
先
進
事
例
構
築
モ
デ

ル
調
査
」
の
対
象
と
し

て
取
り
組
み
た
い
と
考

え
、
市
と
相
談
を
し
て

都
市
計
画
・
整
備
課
の

ご
指
摘
と
協
力
に
よ
っ

て
市
の
推
薦
を
頂
き
、

空
地
の
調
査
事
業
及
び

空
地
の
管
理
・
利
活
用

ス
キ
ー
ム
に
つ
い
て
国

土
交
通
省
に
5
つ
の
提

案
の
う
ち
1
つ
と
し
て

採
用
さ
れ
ま
し
た
。
今

後
住
民
の
身
近
な
組
織

で
あ
る
自
治
会
と
し
て

は
全
国
へ
の
モ
デ
ル
事

業
と
し
て
空
き
地
問
題

を
解
決
す
る
た
め
に
活

動
を
し
て
い
き
ま
す
。

【
新
し
い
取
り
組
み
と
し

て
】

　

昨
年
か
ら
、
み
ど
り

が
丘
小
学
校
区
を
単
位

と
し
て「
み
ど
り
サ
ミ
ッ

ト
」
を
定
期
的
に
開
催

し
て
街
づ
く
り
の
話
し

合
い
を
進
め
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
学
校
の

ご
協
力
（
感
謝
）
を
頂

き
、
子
供
た
ち
が
街
の

プ
レ
ゼ
ン
を
す
る
な
ど
、

多
世
代
に
わ
た
る
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開

催
し
ま
し
た
。
今
年
度

の
街
づ
く
り
の
基
本
は

「
人
づ
く
り
」
と
し
て
、

多
世
代
に
わ
た
る
イ
ベ

ン
ト
交
流
と
、
地
域
Ｐ

Ｒ
を
企
業
と
連
携
す
る

こ
と
が
で
き
な
い
か
と

色
々
と
関
係
先
の
方
々

と
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
将

来
子
供
た
ち
が
「
街
に

戻
っ
て
き
た
い
！
」「
街

で
活
躍
し
た
い
！
」
と

感
じ
て
も
ら
え
る
よ
う

に
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
地
学
協
調
】

　

平
成
30
年
度
睦
地
区

全
体
の
大
き
な
地
域
イ

ベ
ン
ト
は
、
毎
年
恒
例

の
【
ふ
く
し
祭
り
む
つ

み
】
7
月
28
日
（
土
）、

世
代
間
交
流
【
む
つ
み

虹
の
会
】
10
月
末
、【
市

政
懇
談
会
】
11
月
の
3

つ
と
な
り
ま
す
。
ま
た

取
り
組
み
事
業
と
し
て

は
、
平
成
23
年
よ
り
活

動
し
て
お
り
ま
す
【
睦

學
友
会
】
が
あ
り
、
今

年
度
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
か
ら
の
受
け
入
れ
を

行
い
、
小
、
中
学
校
の

支
援
を
通
じ
て
長
期
的

視
野
で
の
地
域
の
活
性

化
を
目
指
し
て
お
り
ま

す
が
、
更
に
は
地
域
内

に
大
学
キ
ャ
ン
パ
ス
を

擁
す
る
と
い
う
好
立
地

条
件
か
ら
、
地
域
と
大

学
と
の
〝
地
学
協
調
＂

を
も
推
進
す
べ
き
重
要

◆
自
治
会
連
合
会
表
彰

　

本
年
度
は
左
記
の
14

名
の
方
を
自
治
会
活
動

の
功
労
者
と
し
て
総
会

の
中
で
表
彰
し
ま
し

た
。（
敬
称
略
）

▼
自
治
会
推
薦

▽
横
山　

博
美

（
大
和
田
新
田
下
区
）

▽
鈴
木　

道
範

（
高
津
自
治
会
）

▽
倉
持　

千
雪

（
高
津
団
地
自
治
会
）

▽
神
戸　

理
子

（
高
津
団
地
自
治
会
）

▽
斉
藤　

勝

（
台
町
自
治
会
）

▽
飯
田　

由
美

（
台
町
自
治
会
）

▽
大
久
保　

義
夫

（
北
東
自
治
会
）

▽
早
川　

節
夫

（
緑
町
自
治
会
）

▽
川
島　

敏
雄

（
八
千
代
台
東
町
会
）

▼
自
治
会
連
合
会
長
推
薦

▽
出
倉　

幸
夫

（
東
高
自
治
会
）

▽
村
田　

末
信

（
新
島
田
自
治
会
）

▽
石
原　

徹

（
下
町
町
内
会
）

▽
納　

学

（
勝
田
台
西
自
治
会
）

▽
杉
山　

和
夫

（
勝
田
台
１
丁
目
西
自
治
会
）

　　

睦
　
地
　
区

　高
津
・
緑
が
丘
地
区

海鮮うまいもんや

勝田台店

Tel. 047-484-7147

【住所】

八千代市

大和田新田423-62

【営業時間】

11：00〜15：00

17：00〜20：00

（金・土・日・祝日は

  21：00まで）

☎047-458-8355（水曜日定休）

　
　

各
地
区
だ
よ
り

　
大
和
田
地
区
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や
か
な
対
応
を
し
て
い

た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
。
例
え
ば
保
険
証
が

発
行
さ
れ
受
け
取
り
時

に
気
が
付
か
ず
そ
の
ま

ま
に
し
て
い
た
ら
送
付

元
に
戻
り
、
受
け
取
り

に
行
っ
た
ら
本
人
確
認

が
で
き
な
い
と
渡
し
て

も
ら
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、

代
理
の
方
が
受
け
取
り

に
行
く
場
合
は
委
任
状

が
な
い
と
渡
し
て
も
ら

え
な
い
現
状
で
す
。
こ

の
よ
う
な
状
況
が
こ
れ

か
ら
も
増
加
し
て
い
く

こ
と
と
思
わ
れ
ま
す
の

で
、
柔
軟
な
対
応
を
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
昨
年
実
施
し
た「
第

11
回
団
地
の
生
活
と
住

ま
い
ア
ン
ケ
ー
ト
」
で

は
世
帯
主
が
65
歳
か
ら

69
歳
10
％
・
57
名
、
70

歳
か
ら
74
歳
二
人
暮
ら

し
世
帯
42
％
・
2
2
4

名
、
一
人
暮
ら
し
世
帯

44
％
・
2
3
5
名
と
い

う
結
果
が
出
ま
し
た
。

回
収
率
20
％
の
結
果
で

す
が
高
齢
化
率
が
高
い

こ
と
が
伺
え
ま
す
。
こ

の
結
果
を
踏
ま
え
回
収

率
1
0
0
％
を
目
指
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

言
で
は
な
く
、
昨
年
、

日
本
学
生
選
手
権
水
泳

競
技
大
会
︵
イ
ン
カ
レ
︶

優
勝
に
加
え
、
全
日
本

選
手
権
で
も
優
勝
し
て

い
ま
す
︒

　

今
年
に
入
っ
て
か
ら

も
、関
東
学
生
水
球
リ
ー

グ
戦
を
優
勝
し
て
い
る

チ
ー
ム
で
す
。

　

過
日
、
平
昌
五
輪
で

活
躍
し
た
選
手
を
地
域

一
丸
に
な
っ
て
出
迎
え

を
し
た
報
道
を
ご
覧
に

な
ら
れ
た
方
も
多
い
と

思
い
ま
す
が
、
地
元
自

治
会
と
し
て
昨
年
よ
り
、

女
子
水
球
を
精
一
杯
応

援
す
る
と
い
う
働
き
か

け
を
お
こ
な
っ
て
い
ま

す
。
そ
し
て
少
し
ず
つ

で
す
が
、
地
域
の
方
々

が
、
秀
明
大
学
内
の
会

場
（
ウ
ォ
ー
タ
ー
ポ
ロ

ア
リ
ー
ナ
）
に
集
ま
る

よ
う
に
な
り
、
選
手
た

ち
に
暖
か
い
応
援
を
し

て
頂
け
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。（
尚
、
秀
明

大
学
内
に
あ
る
ウ
ォ
ー

タ
ー
ポ
ロ
ア
リ
ー
ナ

は
日
本
初
の
女
子
水

球
公
認
プ
ー
ル
で
す
）

2
0
2
0
年
に
向
け

て
、
地
区
の
小
学
生
と

の
交
流
を
含
め
て
、
よ

り
盛
り
あ
げ
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

睦
地
区
、
そ
し
て
、

八
千
代
市
全
体
で
も
女

子
水
球
を
サ
ポ
ー
ト
頂

け
れ
ば
、
更
な
る
飛
躍

も
大
い
に
期
待
出
来
る

若
者
た
ち
で
す
。
皆
様

か
ら
の
ご
支
援
を
よ
ろ

な
施
策
と
受
け
止
め
て

お
り
ま
す
。
今
後
も
あ

ら
ゆ
る
機
会
を
通
じ
地

域
の
活
性
化
に
寄
与
す

べ
く
、
現
在
に
至
る
ま

で
の
大
学
と
地
域
と
の

融
和
協
調
の
歴
史
と
、

今
後
に
つ
い
て
の
取
り

組
み
を
ご
紹
介
さ
せ
て

頂
き
ま
す
。

　

ご
存
知
の
様
に
睦
地

区
の
大
学
町
に
は
秀
明

大
学
が
あ
り
ま
す
。
過

去
よ
り
、
地
区
自
治
会

と
秀
明
大
学
で
、
学
園

祭
（
飛
翔
祭
）
や
地
区

の
お
祭
り
（
夏
祭
り
）

や
行
事
（
フ
ロ
ア
カ
ー

リ
ン
グ
大
会
）
で
、
相

互
に
連
携
し
て
活
動
を

協
力
し
て
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
秀
明
大
学

は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

正
式
種
目
で
あ
る
【
女

子
水
球
】
を
強
化
し
て

お
り
、
東
京
2
0
2
0

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
目
指

し
て
頑
張
っ
て
い
る
選

手
た
ち
が
多
く
所
属
し

て
い
ま
す
。

　

秀
明
大
学
は
、
日
本

で
最
も
強
い
女
子
水
球

チ
ー
ム
と
い
っ
て
も
過

し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。

　

米
本
団
地
で
は
、
平

成
30
年
度
重
点
課
題
と

し
て
、
目
下
、
緊
急
事

態
を
招
い
て
い
る
孤
独

死
・
孤
立
死
対
策
に
つ

い
て
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。「
孤
独
死
防
止

ロ
ー
ラ
ー
作
戦
」
と
名

付
け
て
実
施
す
る
も
の

で
す
。
こ
の
問
題
に
関

し
て
聖
徳
大
学
福
祉
学

科
及
び
、
U
R
都
市
機

構
・
団
地
管
理
事
務
所

の
協
力
を
得
て
、
更
に

各
種
団
体
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
1
，
4
4
9
名
の

協
力
も
得
て
訪
問
調
査

を
行
い
ま
す
。
具
体
的

な
取
り
組
み
と
し
て

は
、
ま
ず
は
67
歳
以
上

74
歳
以
下
の
皆
さ
ん
に

田
舎
に
住
ん
で
い
る
親

戚
に
電
話
を
か
け
て
電

話
が
繋
が
る
か
確
認
し

て
も
ら
う
。
地
方
に
住

ん
で
い
る
ご
親
族
の
方

は
「
お
元
気
で
す
か
？
」

と
連
絡
を
取
る
こ
と
で

安
否
確
認
も
兼
ね
家
族

の
絆
を
深
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ト
ー
タ
ル

6
0
0
名
の
孤
立
死

予
備
軍
を
な
く
し
、
生

き
生
き
と
暮
ら
し
て
も

ら
う
為
に
ぜ
ひ
電
話
を

し
て
く
だ
さ
い
。
高
齢

者
に
対
す
る
い
じ
め
や

虐
待
等
が
こ
の
活
動
の

背
景
に
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
行
政
に
も
き
め
細

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も

住
み
続
け
た
い
と
思
う

方
が
76
％
を
占
め
ま
し

た
。
今
回
の
孤
独
死
ゼ

ロ
を
目
指
す
運
動
は
今

ま
で
三
回
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
今
回
は
特

に
目
標
を
20
％
u
p
、

6
0
0
世
帯
を
具
体
化

す
る
の
は
初
め
て
で
す
。

こ
の「
孤
独
死
防
止
ロ
ー

ラ
ー
作
戦
」
を
成
功
さ

せ
る
た
め
に
7
月
13
日

調
査
員
説
明
会
・
8
月

29
日
調
査
の
た
め
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
実

施
し
準
備
を
整
え
て
か

ら
9
月
よ
り
本
格
始
動

致
し
ま
す
。
2
0
1
6

年
ま
で
に
孤
独
死
さ
れ

た
方
々
は
1
1
1
名
に

上
が
り
更
に
2
0
1
7

年
・
2
0
1
8
年
度
は

各
月
約
10
名
に
及
ん
で

い
ま
す
。
こ
の
こ
と
は

危
機
的
状
況
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

上
高
野
原
は
上
高
野

の
南
部
に
位
置
す
る
原

地
区
を
指
し
ま
す
が
、

上
高
野
原
に
あ
る
今
村

稲
荷
神
社
と
上
高
野
原

大
師
堂
を
ご
紹
介
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

勝
田
台
駅
北
口
よ
り

宮
の
台
行
の
バ
ス
に
乗

り
、
稲
荷
前
の
停
留
所

か
ら
佐
倉
方
面
に
歩
く

と
今
村
稲
荷
神
社
が
あ

り
ま
す
。
神
社
の
縁
起

に
よ
る
と
、
文
久
2
年

（
1
8
6
2
年
）
に
佐

倉
藩
は
藩
政
改
革
を
行

い
、
井
野
上
高
野
の
原

野
を
藩
士
と
子
弟
に
開

墾
さ
せ
ま
し
た
。
そ
の

後
佐
倉
藩
は
官
軍
の
命

令
に
従
い
明
治
４
年
に

解
散
す
る
こ
と
と
な
っ

た
た
め
、
藩
士
ら
は
そ

れ
ぞ
れ
帰
藩
す
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
農

兵
の
一
部
（
51
戸
）
が

こ
の
地
に
定
住
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
帰
農
し
た

人
々
の
生
計
は
厳
し
く
、

成
り
立
た
な
か
っ
た
こ

と
か
ら
、
当
時
代
官
で

あ
っ
た
今
村
省
吾
義
則

は
一
身
を
投
げ
う
っ
て

重
役
に
働
き
か
け
、
1

町
5
反
の
土
地
を
貰
い
、

人
々
の
生
活
安
定
に
大

い
に
尽
力
し
た
と
の
こ

と
で
す
。
人
々
は
省
吾

の
徳
を
偲
び
、
代
官
所

跡
の
鎮
守
に
屋
敷
神
で

も
あ
っ
た
稲
荷
神
社
を

合
祀
し
た
、
と
い
う
の

が
今
村
稲
荷
神
社
の
由

来
と
な
り
ま
す
。

　

同
じ
バ
ス
沿
線
の
大

師
前
の
停
留
所
横
に
上

高
野
原
大
師
堂
が
あ
り

ま
す
。
上
高
野
原
連
合

自
治
会
館
の
敷
地
内
に

あ
り
、
境
内
に
立
っ
て

い
る
説
明
板
に
よ
る
と
、

大
師
堂
は
文
政
13
年

（
1
8
3
0
年
）
に
弘

法
大
師
の
座
右
像
を
安

置
し
て
建
立
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
と
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
大
師
堂

は
千
葉
寺
の
礼
所
と
し

て
近
郷
で
は
そ
の
名
も

高
く
「
虫
除
け
の
大
師
」

と
云
わ
れ
、
20
日
の
縁

日
に
は
近
隣
か
ら
の
参

詣
人
も
多
く
、
堂
の
下

の
砂
を
借
り
て
ゆ
く
人

も
い
た
と
云
う
こ
と
で

す
。
高
欄
の
擬
宝
珠
に

は
「
印
旛
郡
阿
蘇
村
字

上
高
野
原
大
師
」
と
精

細
に
彫
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
境
内
に
あ
る

幹
回
り
3
メ
ー
ト
ル
ほ

ど
の
「
え
の
き
」
は
、

八
千
代
市
の
保
存
樹
木

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

夏
ま
つ
り

　

八
千
代
台
地
区
自
治

会
は
各
地
区
で
い
ろ
い

ろ
な
活
動
を
行
っ
て
お

り
ま
す
が
、
や
は
り
、

年
間
行
事
の
中
心
は
そ

れ
ぞ
れ
の
自
治
会
が
毎

　　
阿
蘇
地
区

　　
村
上
地
区

千葉県八千代市大和田新田 416 番地

（047）450-6689
（047）450-1159

■営業時間：午前11:00～午後 10:00
■定 休 日：毎週月曜日

　八
千
代
台
地
区



2018 年（平成30 年）9 月21 日 第 3 7 号 (4)自 治 連 だ よ り
年
工
夫
を
凝
ら
し
実
施

す
る
「
夏
ま
つ
り
」
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

毎
年
こ
の
時
期
を
楽

し
み
に
し
て
い
る
子
供

さ
ん
も
決
し
て
少
な
く

は
な
い
と
思
い
ま
す
。

今
年
の
梅
雨
明
け
は
、

早
か
っ
た
の
で
す
が
台

風
12
号
の
迷
走
で
八
千

代
台
自
治
会
の
「
夏
祭

り
」
が
中
止
と
な
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
と
て

も
残
念
で
な
り
ま
せ
ん
。

八
千
代
台
自
治
会
は
自

治
会
の
な
か
で
も
シ
ン

ボ
ル
的
存
在
で
あ
り
ま

す
。
来
年
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。

　

八
千
代
台
東
町
会
の

「
夏
ま
つ
り
」
は
7
月
21

日
・
22
日
の
2
日
間
に

わ
た
っ
て
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
年
の
夏
は
猛

暑
と
は
聞
い
て
お
り
ま

し
た
が
本
当
に
暑
い
夏

ま
つ
り
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
熱
中
症
も
危
惧

さ
れ
て
い
ま
し
た
の
で

こ
ど
も
た
ち
が
楽
し
み

に
し
て
い
た
2
日
目
の

「
こ
ど
も
神
輿
パ
レ
ー

ド
」
は
中
止
せ
ざ
る
を

得
ま
せ
ん
で
し
た
。
で

も
、
雨
の
心
配
も
な
く

会
場
は
た
く
さ
ん
の
お

客
様
で
祭
り
の
輪
も
一

段
と
大
き
く
な
り
ま
し

た
。
町
会
役
員
も
高
齢

化
し
て
き
て
い
る
の
で

い
つ
ま
で
こ
の
よ
う
な

祭
り
が
で
き
る
の
か
と

い
う
一
抹
の
不
安
も
あ

り
ま
す
が
、地
域
で
育
っ

た
中
学
生
や
高
校
生
が

焼
き
そ
ば
を
焼
い
た
り

し
て
祭
り
を
楽
し
む
立

場
か
ら
祭
り
を
裏
方
で

盛
り
上
げ
て
い
く
姿
も

見
ら
れ
次
の
世
代
へ
繋

ぐ
力
強
い
も
の
も
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。
東
町
会

は
来
年
創
立
60
周
年
を

迎
え
ま
す
。
諸
先
輩
方

が
築
き
上
げ
て
き
た
歴

史
を
踏
ま
え
な
が
ら
い

つ
ま
で
も
住
み
続
け
た

い
そ
ん
な
町
づ
く
り
を

み
ん
な
で
し
て
い
き
た

い
と
思
い
ま
す
。

　

北
東
自
治
会
の
「
夏

ま
つ
り
」
は
8
月
4
日

八
千
代
中
学
校
の
校
庭

を
お
借
り
し
て
14
：
00

～
20
：
00
ま
で
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
今
年
の
大

き
な
特
徴
は
相
馬
校
長

先
生
の
意
向
で
学
生
に

も
大
人
と
の
交
わ
り
を

経
験
さ
せ
た
い
と
の
希

望
で
多
く
の
八
千
代
中

学
生
が
参
加
さ
れ
た
こ

と
だ
と
思
い
ま
す
。
相

馬
校
長
先
生
や
私
た
ち

の
期
待
ど
お
り
一
生
懸

命
に
頑
張
っ
て
く
れ
ま

し
た
。
感
謝
い
た
し
ま

す
。
当
日
は
、
天
候
に

も
め
ぐ
ま
れ
多
く
の
来

場
者
が
あ
り
ま
し
た
。

黒
丸
（
●
）
で
示
し
て

あ
り
ま
す
。

　

勝
田
川
の
周
り
の
低

地
に
は
、
当
時
も
今
も

水
田
が
作
ら
れ
て
い
ま

す
。
台
地
上
は
村
の
周

り
は
畑
、
そ
れ
以
外
は

松
林
で
す
。
こ
の
様
子

は
勝
田
台
の
造
成
が
行

わ
れ
る
ま
で
変
わ
り
ま

せ
ん
で
し
た
。

　

台
地
上
に
数
カ
所
、

茶
畑
が
描
か
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
こ
ろ
、
千
葉

県
で
は
多
く
の
お
茶
を

生
産
し
て
い
ま
す
。
例

え
ば
こ
の
地
図
の
作
ら

れ
た
前
年
の
明
治
14
年

の
千
葉
県
郡
別
の
製

茶
高
を
見
る
と
、
印

旛
郡
４
８
，
0
0
0
、

東
葛
飾
郡
２
８
，

0
0
0
、
山
辺
郡
２
４
，

0
0
0
k
g
と
、
こ
の

地
域
周
辺
は
千
葉
県
で

最
も
多
く
の
お
茶
を
生

産
し
て
い
ま
し
た
。
こ

れ
は
廃
藩
置
県
後
、
職

を
失
っ
た
佐
倉
藩
士
が

「
同
協
社
」
と
い
う
組
合

を
結
成
し
、
藩
か
ら
分

け
与
え
ら
れ
た
土
地
を

開
墾
し
て
茶
園
を
経
営

し
た
の
が
始
ま
り
で
す
。

こ
の
頃
お
茶
は
日
本
の

主
要
輸
出
品
の
一
つ
で
、

県
も
商
品
作
物
と
し
て

の
茶
栽
培
を
奨
励
し
ま

し
た
が
、
下
総
台
地
の

お
茶
は
品
質
が
悪
く
、

市
場
競
争
に
負
け
て
次

第
に
姿
を
消
し
て
ゆ
き

ま
し
た
。
同
協
社
も
大

正
５
（
1
9
1
6
）
年
、

製
茶
業
か
ら
撤
退
し
、

そ
の
７
年
後
に
は
解
散

し
て
い
ま
す
。

　

千
葉
県
の
製
茶
業

の
ピ
ー
ク
は
明
治
14

（
1
8
8
1
）
年
か
ら
20

（
1
8
8
7
）
年
に
か

け
て
で
し
た
が
、
そ
の

後
も
農
家
の
自
家
消
費

や
副
業
と
し
て
お
茶
の

栽
培
は
行
わ
れ
、
明
治

38
（
1
9
0
5
）
年
の

八
千
代
市
北
東
部
の
阿

蘇
村
の
製
茶
農
家
戸
数

は
80
戸
、
生
産
高
は
5
，

0
0
0
k
g
と
い
う
記

録
が
残
っ
て
い
ま
す
。

佐
倉
に
は
数
多
く
の
茶

店
が
存
在
し
、
主
に
成

田
方
面
、
印
旛
村
、
四

街
道
市
等
の
農
家
が
栽

培
し
た
茶
葉
か
ら
手
揉

み
茶
を
製
造
し
、
東
京

や
船
橋
方
面
に
販
売
さ

れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭

和
30
年
代
頃
に
は
佐
倉

茶
は
市
場
か
ら
姿
を
消

し
ま
し
た
。

　

と
こ
ろ
で
、
当
時
の

茶
畑
は
残
っ
て
い
な
い

の
で
し
ょ
う
か
。
探
し

て
み
ま
し
た
が
、
残
っ

て
は
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

た
だ
当
時
の
茶
畑
の
場

所
に
２
本
だ
け
、
お
茶

の
木
が
植
え
ら
れ
て
い

る
の
を
、
勝
田
で
見
つ

け
ま
し
た
。
勝
田
台
病

院
の
裏
側
で
す
。

　

今
年
は
異
常
気
象
が

続
き
大
阪
北
部
地
震
、

西
日
本
豪
雨
、
大
型
台

風
も
続
々
上
陸
し
ま
し

た
。

　

地
球
温
暖
化
が
原
因

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が

そ
れ
を
止
め
る
事
は
で

き
な
い
も
の
で
し
ょ
う

か
？

　

人
間
の
エ
ゴ
が
地
球

を
壊
し
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
ま
ま
行
け
ば
地
球

の
未
来
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
人
一
人
が
声
を
上

げ
て
国
に
訴
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
。

　

ス
ポ
ー
ツ
界
で
は
、

日
大
ア
メ
フ
ト
部
の

タ
ッ
ク
ル
問
題
に
端
を

発
し
て
、
色
々
な
事
件

が
マ
ス
コ
ミ
を
賑
や
か

し
て
い
ま
す
。
勝
利
至

上
主
義
が
生
ん
だ
弊
害

で
す
ね
。
特
に
日
本
ボ

ク
シ
ン
グ
連
盟
の
問
題

は
当
事
者
達
に
は
言
い

分
も
あ
る
で
し
ょ
う
が

団
体
を
私
物
化
す
る
行

為
は
絶
対
に
許
さ
れ
ま

せ
ん
。
監
督
官
庁
は
厳

し
く
指
導
す
べ
き
で
す
。

そ
の
文
科
省
は
収
賄
問

題
で
揺
れ
て
い
ま
す
。

最
悪
で
す
。
こ
れ
で
は

ま
と
も
な
指
導
な
ど
で

き
る
は
ず
も
あ
り
ま
せ

ん
。

　

2
年
後
に
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
を
控
え
、
ア

ス
リ
ー
ト
達
は
必
死
で

頑
張
っ
て
い
る
の
に
、

上
に
立
つ
人
が
こ
の
体

た
ら
く
で
は
情
け
な
さ

過
ぎ
ま
す
。「
喝
」
を
い

れ
と
き
ま
す
。

　

当
市
で
は
市
庁
舎
建

て
替
え
計
画
が
あ
り
ま

す
。
良
い
結
果
に
な
る

よ
う
頑
張
り
ま
し
ょ
う
。

（
橋
本
）

有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

八
千
代
台
地
区
は
高

齢
化
が
進
み
空
き
家
や

独
居
の
お
年
寄
り
が
増

え
て
き
て
お
り
ま
す
。

自
治
会
は
こ
の
よ
う
な

行
事
を
地
道
に
重
ね
る

こ
と
に
よ
り
、
人
と
の

絆
を
大
切
に
し
て
い
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

特
に
今
年
は
、
若
い
人

達
の
参
加
が
目
立
ち
ま

す
。
若
い
人
た
ち
と
お

年
寄
り
が
こ
う
い
う
行

事
を
通
じ
て
八
千
代
台

を
み
ん
な
で
活
気
あ
ふ

れ
る
街
に
し
た
い
も
の

で
す
。

明
治
十
五
年
の
勝
田
台

　

地
図
は
明
治
15

（
1
8
8
2
）
年
に
作
ら

れ
た
勝
田
台
周
辺
の
も

の
で
す
。
八
千
代
市
は

ま
だ
無
く
、
下
市
場
・

勝
田
・
横
戸
・
井
野
（
地

図
の
北
東
側
で
す
）
な

ど
の
村
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
勝
田
台
の
開
発

（
昭
和
四
十
年
）
に
よ
っ

て
こ
の
地
域
の
道
の
様

子
は
大
き
く
変
わ
り
ま

し
た
か
ら
、
当
時
の
道

を
地
図
上
で
た
ど
る
の

は
難
し
い
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
た
だ
、
国
道

2
9
6
号
線
は
当
時
も

「
佐
倉
街
道
」
と
し
て
あ

り
、そ
の
様
子
は
変
わ
っ

て
い
ま
せ
ん
。
勝
田
村

周
辺
の
道
も
比
較
的
残

さ
れ
て
い
ま
す
。
現
在

の
勝
田
台
駅
の
位
置
も

勝
田
台
地
区
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◎見積り無料・緊急時24時間対応にて
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10：30～23：30

平
成
30
年
度
講
演
会
の
お
知
ら
せ

　

平
成
30
年
度
は
自
治
会
連
合
会
及

び
防
犯
組
合
連
合
会
で
講
演
会
を
行

い
ま
す
。
11
月
14
日
︵
水
︶
午
後
　

市
民
会
館
で
開
催
予
定
で
す
。


